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史
跡
久
能
山
は
日
本
平
と
共
に
大
古
海
底
の
隆
起
に
よ

っ
て
出
来
た
も
の
で
、

長
い
年
月
の
間
に
浸
蝕
作
用
等
の
た
め
堅

い
部
分
の
み
残
り
、
現
在
の
よ
う
に
孤

立
し
た
山
と
な

っ
た
が
昔
は
日
本
平
と
続
い
て
い
た
。
高
さ
二
七
〇
豊
削
面
は
眼
下

に
駿
河
湾
を
見
下
し
、
東
は
近
く
に
伊
豆
半
島
を
西
は
通
か
に
御
前
崎
を

一
望
で

き
る
素
晴
ら
し
い
風
景
で
あ
る
。
久
能
山
は
推
古
天
皇
の
時
（西
紀
六
〇
〇
年
頃
）

由
天
　
久
能
暁
慨
が
始
め
て
山
を
開
き

一
寺
を
建
て
観
音
菩
薩
を
安
置
し
、
札
町
な
酔
久

能
寺
と
称
し
た
と
あ
り
、久
能
山
の
名
称
も
こ
れ
か
ら
起

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

其
後
、
僧
行
基
を
始
め
多
く
の
名
僧
等
が
相
次

い
で
来
た
り
住
み
建
物

の
数

三
三
〇
坊
も
建
ち
並
ん
で
非
常
に
隆
盛
で
あ

っ
た
が
、
嘉
禄
年
間
宝

一
二
一五
年

頃
）
山
麓
の
失
火
に
よ

っ
て
類
焼
し
昔
の
面
影
は
な
く
な

つ
た
の
で
あ
る
。
永
禄

十

一
年
↑

五
六
八
年
）
武
田
信
玄
は
当
山
が
要
害
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、久
能
寺

を
近
く
の
北
矢
部
（清
水
区

今
の
鉄
舟
寺
）
に
移
し
山
上
に
城
砦
を
設
け
久
能
城

と
称
し
た
。
天
正
十
年
■

五
八
二
年
）
武
田
氏
亡
び
て
駿
河
の
国

一
帯
が
徳
川
氏

の
領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
の
で
久
能
山
も
自
然
徳
川
氏
の
も
の
と
な

っ
た
。

元
和
二
年

貧

六

一
六
年
）
四
月
十
七
日
家
康
公
の
莞
後
、
久
能
城
を
廃
止
し
、

東
照
宮
を
建
立
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

○
む
物
　
一
一代
将
軍
秀
忠
公
の
命
に
よ

，
等
機
鵜
撻
孵
（後
ｏ
結
州
家

の
祖
頼
宣
卿
）
が
総
奉
行
と
な
り
中
井
大
和
守
正
清
を
大

工
棟
梁
と
し
て
元
和
二
年
五
一月
着
工
、
同
三
年
十
二
月‐
に

至
る
僅
か

一
年
七
ヶ
月
と
云
う
短
期
間
に
造
営
さ
．れ
た
も

の
で
、極
理
も
経ヽ
疑
酎
機ヽ
疹
曇
の
社
殿
は
計
光
束
照
宮‐‐

よ
り
十
九
年
前
に
造
ら
れ
、
日
光
と
比
較
す
る
と
地
味
で

あ
る
が
、
彫
刻
、
模
様
、
組
物
等
に
桃
山
時
代
の
技
法
を
も

取
り
人
れ
ら
れ
た
江
戸
初
期
の
代
表
的
建
物
と
し
て
平
成

二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日
国
宝
に
指
定
さ
．れ
た
ｏ
ま

た
、
神
僕
所
も
同
日
付
で
重
要
文
化
財
に
追
力田‐
‐

指
定
さ
れ

た
。尚
枇
暉
臨
魔
神
社
、梅
が
、梅
幾
膵
城ヽ
楼
、榊
靱
「桜
門

等
の
諸
建
造
物
も
昭
和
三
十
年
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
で

い
る
。

○
境
内
　
面
積
約
六
五
、
○
○
○
平
方
米
金
二

、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
余
坪
）
高
さ
滋

抜
二
七
〇
ｍ
、久
能
山
全
班
は
歴
ヵ
“
価
値

，
■
一
ｔ
ｔ
‘
が

ら
昭
和
三
十
四
年
六
月
に
国
の
史
町
に
難
憲
ざ
れ
‐●
一
４
”

■■■ 久能山東照宮の建造物 ■■■



久能1曲東照宮
境内

‐
案1内

彗

表参道石段

(久能街道)

山東照宮博物館
収蔵する資料は東照官伝世の宝物で、500件・2,000余点(国宝
1件、重文刀剣13件、重文甲冑3件、重文徳川家康関係資料
72種 )を数える。その特色は、徳川家康公の日常品がまと
まっていること、徳川歴代将軍の武器・武具がそろっている
ことで、歴史博物館として国の内外より注目されている。

国宝ズカ
(銘 真恒)

~~i着
水方面

一 ―

神廟(家康公のお墓所)

1神廟  
―本殿の裏手約50mの

所にあり御遺命により御

遺骸を埋葬し、西向きに

鉤 ;需兆
りである。参道には諸侯

奉納の石灯籠が並んで

いる。

御社殿
元和3年 (1617年 )建立。本殿、石の

間、拝殿の三棟からなる、いわゆる

権現造の形式をもつ複合社殿で、

江戸幕府大工棟梁中井大和守正

清の代表的な遺構のひとつであ
る。江戸時代を通じて権現造社殿
が全国的に普及する契機となった

『 菖菫隕 鍬

に W

石垣いちご

金陀美具足
(家康公所用)

慶
長
十
六
年
２

六

一
一
）
に
ス
ペ
イ
ン
国
王

よ
り
海
難
救
助
の
謝
礼
と
し
て
徳
川
家
康
公

概

む
“
赫
杜
判
鳴
“
漿
群
）
が
】
杜
謝
討
¨

楼門のレ莫Jの彫刻

洋時計
(家康公使用)
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御
祭
神

○
贈
正

＾
位
　
徳
川
家
康
公

相
殿
　
贈
正

一
位
　
豊
臣
秀
吉
公

贈
正

一
位
　
織
田
信
長
公

御
例
祭

〇
四
月
十
七
日

御
創
建

○
家
康
公
は
大
文
十

一
年
二

五
四
二
年
）
十
二
月
二
十
六
日
三
河

国
岡
崎
城
（愛
知
県
岡
崎
市
）
に
生
ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
難
難
辛
苦

の
末
、
戦
国
時
代
に
終
止
符
を
打
ち
江
戸
時
代
二
百
六
十
年
に

亘
る
、
世
界
に
其
の
比
を
見
な
い
長
期
平
和
の
礎
を
打
ち
立
て

ら
れ
、
学
問
、
産
業
、
文
化
の
基
礎
を
確
立
し
、
晩
年
は
駿
府
城

に
隠
居
さ
れ
た
が
元
和
二
年

２

六

一
六
年
）
四
月
十
七
日
、
七

卜
五
歳
で
亮
去
、
御
遺
命
に
よ
り
そ
の
夜
当
山
に
葬
ら
れ
た
。

そ
の
後
東
照
神
君
と
し
て
平
和
、
開
運
、
学
問
、
厄
除
の
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
、
全
国
東
照
宮
の
創
祀
・根
本
人
社
と
し
て
全
国

か
ら
幅
の
広

い
崇
敬
を
受
け
て
い
る
。


